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1.組織の概要

 （１）事業所名及び代表者名

　　ロード建設株式会社

　　代表取締役　村越　秀仁

 （２）所在地

　　ロード建設株式会社：　東京都八王子市館町196番地の5　　　　　

　　犬目町資材置場　　：　東京都八王子市犬目町756番地の1

　　現場作業所　　　　：　松枝橋旧橋撤去及び下部工事作業所

　　　　  　　　　　　　　　東京都八王子市四谷町地内

　　　  　　　　　　　　　八王子市東浅川町配水小管布設替え及び新設工事作業所

　　　　  　　　　　　　　　東京都八王子市東浅川町地内

　　　  　　　　　　　　　町田市小野路町配水小管布設替え工事作業所

　　　　  　　　　　　　　　東京都町田市小野路町地内

 （３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先　 

　　責任者　　工事部長　岩崎　征尚　　

　　担当者連絡先　　工事部

　　TEL：042-665-3380 　 E-mail：y-iwasaki@roadkensetsu.com

 （４）事業内容

　　総合建設業

　　（土木工事、下水道工事、水道施設工事、河川工事、舗装工事、解体工事）

 （５）事業の規模

　　社　員　数　： 10名　

　　本社敷地面積： 486㎡

　　資　本　金　： 4200万円

　　売　上　額　： 16億円 (2017/7～2018/6)

　　保有建設機械・車輌： 建設機械保有なし(乗用車 5台、軽ワンボックス 3台、軽トラック 2台)

 （６）所有許可・登録等の種類、番号

　　東京都知事許可（特-27）第32139号
 　 許可の有効期間　2015年10月5日から2020年10月4日まで

 （７）設立年月日

　　1973年11月5日設立

 （８）事業年度

　7月～6月
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（９）環境経営システム組織図　【2018年6月30日現在】

環境経営システム役割、責任及び権限

1）代表者（代表取締役）

　a)『環境方針』を定める

　b) 実施及び管理に必要な経営資源（人員、設備、費用等）を用意する

　c)『環境活動レポート』を承認する

　d) 全体の評価と見直しを実施し、必要な指示を行う

2）環境管理責任者

　a) 当社の環境経営システムを構築・運用し、維持するための責任及び権限を有する

　b) 社外からの環境に関する苦情や要望に対し必要な対応・回答を行う

　c) 環境活動計画の進捗状況を確認・評価する

　d) 全体の見直しに必要な情報を代表者に報告する

3）部門責任者

　a) 環境方針及び各員の役割、責任及び権限を部門内従業員へ周知・徹底する

　b) 事務局と協力し、教育・訓練を実施する

　c)『環境活動計画』に従った取組みを実施し、必要な記録を作成し報告する

4）全従業員

　　環境経営システムを理解し、環境活動計画に従って必要な取組みを実施する

5）事務局

　　各月の資料取りまとめ及び整理を行い各担当へ周知するとともに、必要に応じて資料等の配布を行う。

代　表　者
代表取締役　村越　秀仁

環境管理責任者
岩崎　征尚

事務局

各現場担当

藤井　英樹

工事部 総務
番　新太郎 尾内　紅子

芳賀　康敏
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2.対象範囲(認証・登録の対象組織、活動)

　登録組織名：　ロード建設株式会社

 対象事業所 ：本社（東京都八王子市館町196番地の5）
　　　　活動：総合建設業
　　　　　　 （土木工事、下水道工事、水道施設工事、河川工事、舗装工事、解体工事）　

 　　　　　 ：資材置場　（東京都八王子市犬目町756番地の1）
　　　　活動：建設資材の保管・管理
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3. 環　境　方　針

RK-001

   基本理念

　　　　ロード建設株式会社は、公共工事を中心として建設業を

　　　行っており、環境問題が21世紀の世界共通の課題であることを深く認識し、人と

　　　地球にやさしく快適な環境づくりに貢献することを身近なところから実践していきます。

   基本方針

　　　　1.環境経営システムを構築・運用し、環境経営に積極的に取組むことにより、

　　　　　継続的な環境負荷の削減に努めます。

　　　　2.当社に適用される環境関連の法規制等を遵守します。

　　　　3.当社の事業活動を踏まえ、以下の環境活動に重点的に取組みます。

　　　　　①　電気使用量の削減

　　　　　②　化石燃料（軽油、ガソリン）の使用量の削減

　　　　　③　上下水道使用量の削減

　　　　　④　自社排出廃棄物量の削減と適正処理

　　　　　⑤　グリーン購入及び再生材料購入使用の推進

　　　　4.この環境経営システムの機能を効果的・効率的に推進していくために、社内の

　　　　　実施体制を確立し全作業員への環境教育に努めます。

　　　　5.この環境方針を達成するために、環境目標を設定し、定期的に見直し

　　　　　環境改善に努めます。

平成　２２年　７月　５日制定

ロード建設株式会社

　　　　代表取締役　村越　秀仁

 環　境　方　針
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基準 2017年度 目標 2018年度 目標 2019年度 目標

2014～2016年度 2017年7月～ 2018年7月～ 2019年7月～

の平均値 2018年6月 2019年6月 2020年6月

基準比１％削減 基準比２％削減 基準比３％削減

40,587.22 40,177.25 39,767.27

基準比１％削減 基準比２％削減 基準比３％削減

9,400.05 9,305.10 9,210.15

基準比１％削減 基準比２％削減 基準比３％削減

5,767.99 5,709.73 5,651.46

基準比１％削減 基準比２％削減 基準比３％削減

388.08 384.16 380.24

基準比１％削減 基準比２％削減 基準比３％削減

72.27 71.54 70.81

224 品目中 107 品目

購入率：47.77％

基準比１％削減 基準比２％削減 基準比３％削減

21,581.01 21,363.02 21,145.03

基準比１％削減 基準比２％削減 基準比３％削減

5,228.64 5,175.82 5,123.01

事務用品のグリーン
購入継続（購入率維持）

購入率
50%以上維持

購入率
50%以上維持

購入率
50%以上維持

電力使用量の削減
単位(kwh)

ガソリン使用量の削減
　単位（ ）

軽油使用量の把握と
削減　単位（ ）

　　　　エナジーパートナー株式会社発表の下記の係数を使用する。
　　　　　2016年度購入電力Co2排出量係数:0.486

21,799.00

5,281.45

工事内容に応じ
都度提案する

使用量の把握

二酸化炭素排出量の
削減 単位(kg-CO２〉

電力使用量の削減
単位(kwh)

ガソリン使用量の削減
単位（ ）

事業系一般廃棄物排出
量の削減 単位（kｇ）

水使用量の削減
単位（ ）

4.環境目標

環境方針を基本とし、環境への負荷量及び環境への取組みの自己チェック結果を考慮して、

環境目標を以下の通り設定し、環境活動を推進する。

サ
イ
ト

環　境　目　標

事
務
所

建
設
現
場

　　　　年度区切りは7月～6月とする。

廃材及び副産物再生
利用方法の提案推進

－
工事内容に応じ
都度提案する

　　　　購入電力Co2排出量係数については、いずれの年も前年(2016年度)の東京電力

　備考：化学物質は使用しないため、環境目標には取り込まない。

建設資材廃棄物の
最終処分量の削減

－
設計数量内での対処
の徹底・増減に対し適
宜変更措置を講じる

設計数量内での対処
の徹底・増減に対し適
宜変更措置を講じる

設計数量内での対処
の徹底・増減に対し適
宜変更措置を講じる

0

工事内容に応じ
都度提案する

使用量の把握 使用量の把握

40,997.19

9,495.00

5,826.25

392.00

73.00
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5.環境活動計画

各環境目標を達成するための環境活動計画（主なる取組み）を下表に示した。
実施責任者

備考：上記活動計画は、2017年7月より2020年6月まで実施するものとする。

※上記内容を周知徹底し、継続的に実行に取り組んでいく。
※二酸化炭素排出量を減らすための方策を新しく検討していく。

総務部長
・エアコン設定温度を暖房22度にする
・エアコン設定温度を冷房28度にする
・クールビズ・ウォームビズの導入
・外気・太陽光の導入

環境目標 主な取組み内容

1

事
務
所

電気使用量削減
基準比
1%削減

・社内の不要照明の消灯の推進

2
ガソリン使用量削減

基準比
1%削減

・アイドリングストップの強化

4
水道使用量削減
基準比
1%削減

・水道配管からの漏洩を定期的に点検する

3
廃棄物排出量の削減

基準比
1%削減

・廃棄物の分別徹底

5

総務部長
・洗いものは、まとめ洗いをする
・節水こまを取付け流量調整を行う
・水道蛇口の開放抑制

総務部長
・空ぶかし禁止の徹底
・急加速・急ブレーキ禁止の徹底
・タイヤの空気圧をこまめにチェックする
・給油量、走行距離の把握

総務部長
・個人の持込みごみは持帰る
・ミスコピーの防止
・電子メールを活用する
・再生紙の利用

8 軽油使用量の把握と削減
・給油量の把握

6

建
設
現
場

電気使用量削減
基準比
1%削減

9
建設資材廃棄物の
最終処分量の削減

・最終処分量をマニフェストにて適正管理

10
廃材及び副産物再生利用方

法の提案推進

・客先に対し提案及び協議し再生利用を徹底する

7
ガソリン使用量削減

基準比
1%削減

・給油量、走行距離の把握

工事部長

工事部長
・エアコン設定温度を暖房22度にする
・エアコン設定温度を冷房28度にする
・エアコン使用頻度を減らす
・クールビズ・ウォームビズの導入

・社内の電気をこまめに消す

・アイドリングストップの強化

工事部長
・空ぶかし禁止の徹底

・急加速・急ブレーキ禁止の徹底
・タイヤの空気圧をこまめにチェックする

工事部長
・材料選別の徹底
・再生利用方法の検討を行う

工事部長・廃棄物の分別の徹底

事務用品のグリーン購入継続
・購入前に必要性を検討する

総務部長・購入品目と購入比率を把握する
・エコマーク商品の購入・使用
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

実績値 775 780 690 565 580 951 981 1,148 970 692 552 595 773

評価点 1 1 1 3 3 1 3 3 3 3 1 1 2

評 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3.00

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3.00

価 1 1 1 3 3 2 3 3 3 3 1 1 2.08

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3.00

点 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2.92

実績値 5 5 5.5 5.5 5.5 5.5 10 10 7 7 7 7 7

評価点 2 2 3 3 3 3 1 1 2 2 2 2 2

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3.00

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3.00

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3.00

平均値

36

36

36

80

26

35

77.22

9,403

9,279

24

36

36

25

36

合　計

環境責任者 部門責任者

7.92 7.92 6.93 6.93 6.93 6.93 6.44

539 533 784

（実施責任者の評価）
全体としての削減目標は達成できたが、2016年、2017年と夏の猛暑日が多く、熱中症対策で目標達成手段に設定した冷房の温度より低くして
使用していた事が目標未達の原因と考えられる。

2017年

7

：目標達成手段の実施状況に対する評価点の基準[実施している：3点、ある程度実施している：2点、実施していない：1点]

②水道蛇口の開放抑制

（単位： ）

2017年度 削減率 : 基準-1％

2018年度 削減率 : 基準-2％

2019年度 削減率 : 基準-3％

①節水こまの設置

①不使用部屋等不要な照明の消灯

2018年度 削減率 : 基準-2％

実施部門：工事部・総務部

目標値

目標値

評
価
点

4.95

備考：環境目標の達成状況に対する評価点の基準[実績値≦目標値：3点、目標値＜実績値≦基準値：2点、基準値＞実績値：1点]

※基準：2014～2016年度の平均値

③洗物はまとめ洗いをする

（実施責任者の評価）
適切な窓の開閉を心掛け、冬季には、膝掛けを利用する等の工夫がみられました。達成できなかった冷房の温度設定について、新しいエアコンへの買替えによる消費電力減を検討します。

※基準：2014～2016年度の平均値

目
標
達
成
手
段

目
標
達
成
手
段

水道水使用量の削減

（実施責任者の評価）
職員の意識が浸透し、無駄な洗車等が減り良好に達成できていると感じます。今後も継続的に取り組んでいきます。

2019年度 削減率 : 基準-3％

環
境
目
標

電気使用量の削減

環境目標･達成手段･評価項目

（単位：kｗｈ）

2017年度 削減率 : 基準-1％

834 1,010 1,282 1,102 913616 725 663 588

環境活動計画及び進捗管理表

②OA機器不使用時には電源OFF

③温度設定（暖房22℃、冷房28℃）

環
境
目
標

④クールビズ・ウオームビズの導入

⑤外気･太陽光の導入

5.94 5.94 5.94 5.944.95

600

（実施責任者の評価）
概ね達成できています。本社近隣の工事現場路面清掃のための給水があり、一部使用量が増えていますが適切に目標が守れていると感じまし
た。継続的に取り組んでいきます。

2018年



6.環境目標の実績

基準
達成
状況

2014～2016年度
の平均値

基準比１％削減

40,997.19㎏-CO2 40,587.22㎏-CO2 26,949.91㎏-CO2

基準比１％削減

9,495.00kwh 9,400.05kwh 9,279.00kwh

(4,614.57㎏-CO2) (4,568.42㎏-CO2) (4,509.59㎏-CO2)

基準比１％削減

5,826.25 5,767.99 3,506.72 

(13,526.57㎏-CO2) (13,391.31㎏-CO2) (8,141.41㎏-CO2)

基準比１％削減

392.00㎏ 388.08㎏ 447.00㎏

基準比１％削減

73.00 72.27 80.00 

224 品目中 107 品目 273 品目中 133 品目

購入率：47.77％ 48.72%

基準比１％削減

21,799.00kwh 21,581.01kwh 3,859.00kwh

(10,594.31㎏-CO2) (10,488.37㎏-CO2) (1,875.47㎏-CO2)

基準比１％削減

5,281.45 5,228.64 5,321.13 

(12,261.73㎏-CO2) (12,139.11㎏-CO2) (12,353.85㎏-CO2)

0.00 0.00 
(0.00㎏-CO2) (0.00㎏-CO2)

9
建設資材廃棄物の
最終処分量の削減

― 設計数量内での対処 設計数量内での対処 ○

10
　廃材及び副産物再生
　利用方法の提案推進

― 工事内容に応じ都度提案 利用方法の検討提案 ○

※基準値については、2014～2016年度実績の平均値を採用した。
※購入電力Co2排出量係数については、いずれの年も前年(2016年度)の東京電力
エナジーパートナー株式会社発表の下記の係数を使用した。
　2016年度：0.486kg-CO2/kwh
○：目標達成　×：目標未達成

2017年度環境目標の実績を下表に示す。

№ 環境目標
サ
イ
ト

×

事
務
所

5
事務用品のグリーン
購入継続（購入率維持）

×

目標 実績

2017年度
(2017年7月～2018年6月)

水道使用量の削減 ×

○二酸化炭素排出量-

○電気使用量の削減1

○ガソリン使用量の削減2

3 廃棄物排出量の削減

建
設
現
場

4

8 ○使用量の把握と削減

6

軽油使用量の
把握と削減

購入率
50%以上維持

電気使用量の削減 ○

7 ガソリン使用量の削減 ×

8
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熱中症対策の一環として

近年真夏日・猛暑日が増加しており、現場環境改善・熱中症対策の一環として、
社員への空調服の配布および協力会社への購入支援を開始した。

空調服着用状況

社員、協力会社共に酷暑でも暑さが軽減され、作業が楽になったと好評を得られた。
引き続き、協力会社への導入支援を周知し普及促進していく。

ファンにより外気を取り込む

汗を蒸発させて気化熱により身体を冷す
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環境目標 環境活動計画 取組結果と評価 次年度の取組内容

①不要照明〈事務室・トイレ等不
在時･休憩時〉の消灯

・エアコンの定期的なメンテナンス
を行った。

②OA機器の不使用時電源オフ

③エアコンの温度設定〈暖房22℃、冷房28℃〉

④クールビズ・ウォームビズの導入

⑤外気･太陽光の導入

①給油量･走行距離の把握･記録 ・最適ルートの検討が適切に実施された。

②不要なアイドリングの禁止

③急発進・急加速・急停車

･空ぶかしの禁止

④タイヤの空気圧の定期的チェック

⑤不要な荷物の積載禁止

①事前確認によりミスコピーの防止

・裏紙利用については、適切に実施された。

③再資源化物の分別の徹底 ・マイカップ等の持参、利用が増えてきた。

④マイ（カップ、箸、手拭）の推進

①節水こまの設置 ・節水こまの設置が行われた。

②水道蛇口の開放抑制 ・蛇口の開放抑制が行えた。

③洗濯はまとめ洗いする ・まとめ洗いが徹底されていた。

①使用可能なエコマーク付き ・全社的に物品を把握でき

事務用品の把握 必要に応じた購入が実施

②事務用エコマーク商品の使用 継続された。

①不要照明〈事務室・トイレ等不
在時･休憩時〉の消灯

・エアコンの定期的なメンテナンス
を行った。

②OA機器の不使用時電源オフ

③エアコンの温度設定〈暖房22℃、冷房28℃〉

④クールビズ・ウォームビズの導入 ・照明等の不使用時電源オフが

⑤外気･太陽光の導入 徹底されていた。

①給油量･走行距離の把握･記録 ・最適ルートの検討が適切に実施された。

②不要なアイドリングの禁止

③急発進・急加速・急停車

･空ぶかしの禁止

④タイヤの空気圧の定期的チェック

⑤不要な荷物の積載禁止

①再使用の推進 ・発注者の定める処分地への

②廃棄物の分別の徹底 搬出が適切に行われた。

・発注者の定める予定数量に変動が
生じた際、処分方法の提案を行った。

①再使用の推進

②廃棄物の分別の徹底

・材料選別の徹底がされた。

・再生利用の実数量が把握できた。

①化学物質使用量の把握

②残存する化学物質の適正な保管

③使用している化学物質の代替物の検討

廃材及び副産物
再生利用方法の
提案推進

引続き再利用につい
て、発注者に対し提案
することを確実に行う。

・発注者に対し提案及び協議し再
生利用を徹底できた。

・車載機材を現場及び仮設事務所に
保管することで軽減されたが引き続き
徹底する必要がある。

・エコカーの導入によりガソリン使用料
を低減した。

・今年度の使用はなかったが、発生土
等の土質試験を実施し基準値超過の
薬品等が含まれていないか確認し
た。

産業廃棄物
排出量の
削減

引き続き節水意識を持
ち、使用量の削減に努
める。

引続き化学物質使用量を
把握するとともに土質試
験等を適正に実施する。

継続して、購入の際に
必要性等を確認し励行
する。

水使用量の
削減

化学物質
使用量の
削減

グリーン購入
の推進と事務用品
使用量削減

[建設現場]
電気使用量
の削減

社内での教育を実施
し、電気使用量の削減
について全ての職員が
均等に徹底していく。

[建設現場]
ガソリン・軽油
使用量の
削減

引続き公共交通機関の
利用を徹底し、ガソリン
使用料を削減していく。
また目標達成に向け
各々の意識の向上を図
る。

協力会社への趣旨説
明、教育の適正実施を
図る。

・現場での熱中症対策を考慮し、適切
な温度設定を行う。

[事務所]
電気使用量
の削減

[事務所]
ガソリン
使用量の
削減

一般廃棄物
排出量の
削減

7.環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

熱中症対策との兼ね合
いで臨機応変に冷房の
温度調整を行うととも
に、新しいエアコンの導
入を検討する。

引続き公共交通機関の
利用を徹底し、ガソリン
使用料を削減していく。
また目標達成に向け
各々の意識の向上を図
る。

減少傾向にあった事務所
の可燃ゴミが増えている
為、家庭ゴミの持ち込み
が無いか、もう一度社員
への教育を徹底する。

・夏期の電気使用量が増大している
が、節電意識は浸透してきている。

・照明等の不使用時電源オフが徹
底されていた。

②裏紙利用〈メモ帳、両面コピー
等〉の励行

・ミスコピーが軽減され、個々の意
識が改善された。

・エコカーの導入によりガソリン使用料
を低減した。
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8.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反、訴訟等の有無

（１）該当する環境関連法規制等の遵守状況

違反･訴訟

の有無

1
下水道法及び八王子市下水道条例
(他発注者、市区町村含む適宜)

○ なし

2 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 ○ なし

3
八王子市廃棄物の処理及び再利用の促進に関す
る条例(他発注者、市区町村含む適宜)

○ なし

4 騒音規制法 ○ なし

5 振動規制法 ○ なし

6
建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律
（建設リサイクル法）

○ なし

7 自動車リサイクル法 ○ なし

8 家電リサイクル法 ○ なし

9 消防法及び東京都火災予防条例 ○ なし

10 高圧ガス保安法 ○ なし

11 グリーン購入法 ○ なし

12 自動車ＮＯⅹ･ＰＭ法 ○ なし

13
都民の健康と安全を確保する環境に関する条例
(東京都環境確保条例)

○ なし

（２）違反、訴訟等の有無
　　　法規制等の一覧表を作成し、定期的に遵守状況をチェックすることにより違反等の無 い
      ことを自主的に確認しました。尚､これらの法規制に対する関係当局からの違反の指摘､
      及び関連する訴訟等は過去3年間ありません｡

№ 法令･条例等の名称
遵守状況の
確認・評価
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9.代表者による全体評価と見直しの結果
作成日 ：　2018年7月12日
作成者 ：　環境管理責任者

情報提供者

社　　長

4)環境経営システム・その他
現状通りとします。

(必要)　　　　　　(不要）

2〉環境目標
目的についての明確化が必要なため、検討していく。

(必要)　　　　　　(不要）

3〉環境活動計画
現状通りとします。

(必要)　　　　　　(不要）

代表者（経営層）による見直しの内容

見直し変更の必要性の要否 社長による指示内容

1〉環境方針
現状通りとします。

(必要)　　　　　　(不要）

⑥環境経営システムの有効性及び妥当性

継続的にデータの収集を行うことで、システムの運用を有効的にすすめていけると考えます。

情報提供上の
総評

⑤問題点の是正処置・予防処置の結果

活動を通して目標基準値等の見直しが必要な資料があると思われるため、訂正・是正が必要だと

小規模ではあるが住民の要望によく対応ができています。継続し要望等に適切に対応していく。

環境関連法規制について遵守し、指摘・訴訟等の発生は有りません。

④外部からの苦情・要望に対する結果

近隣住民への積極的なPR及び対話を実施し、苦情等はほぼ無いと思われます。当社人員が

評価・課題 実施を続けていくことにより、内容が浸透していることが見られます、さらなる工夫が必要と考えられます。

得られるように努力が必要と考えます。

③環境関連法規制等の遵守状況

①環境目標の達成状況

事務所内・現場の利用量把握ができています。但し現場については引き続きデータ採取及び

②環境活動計画の実施状況

及び 採取した結果の比較、検討が必要です。また協力会社へ情報の提供を行い、さらなる協力を

考えます。引き続き取り組みに尽力し、環境への配慮が必要だと考えます。

見直しのための情報

見直し概要

見直し実施区分 定期　　　　　　　　　臨時

情報の提供者 　　環境管理責任者：　岩崎　征尚

見直し者 　　代表取締役社長：　村越　秀仁

見直し実施日
情報提供日 2018年　7月　2日

見直し実施日 2018年　7月　12日

情報項目
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